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令和５年度乙部中学校区

小中一貫教育研究中間発表会

【日 時】令和６年１月５日（金）14:45

【会 場】都南公民館・キャラホール

１．テーマ設定の趣旨
⑴乙部中学校区課題

・学力の低迷

・自己有用感の低さ

・学校生活への消極的な様子

⑵テーマ設定の趣旨

・本学区の特徴である多彩な郷土芸能など豊饒な文化を活かす

・「郷土に学ぶ」活動に高い教育効果があることが伺われる

改めて、「郷土に学ぶ」活動の主なメリット

・郷土芸能等の文化や歴史の学びを通じた郷土理解の深化

・郷土理解が進み、郷土のよさを知ることによる郷土愛の育成

・地域の方々との交流を通じた社会との接点の多様化

・同学年及び異学年との交流の活性化による

自他の親和性の高まり

・演舞や調査研究等を通じた役割意識の向上と協同性の伸長

・自ら立てた目標や計画に沿った活動を通じた粘り強さの涵養

２．研究テーマ

「郷土を愛し、自己有用感を高める児童・生徒の育成」
【サブタイトル】

小学校区 ～郷土のひと・もの・ことに学びながら～

中学校区 ～事前・事中・事後の学習活動の工夫を通じて～

３．目指す子ども像
⑴郷土や自分のよさを理解し、郷土や自分に誇りが持てる子ども

⑵郷土を愛する心を有し、郷土や社会に貢献しようとする子ども

⑶自分や仲間、郷土について、その未来を明るく展望する子ども

４．研究の内容

⑴「つけたい力」

 「何を通じて学ぶか」

 「どのように学ぶか」
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令和５年度乙部中学校区 小中一貫教育「研究テーマ」 

 

 

【９年間の「育てたい力」のつながり】（ 「生活科」・「総合的な学習の時間」） 

 

 

         

         

         

         

         

身近な人々、社会及び自然 「地域」先人 「福祉・伝統文化」先人 「自然・環境」先人 「未来・防災」先人 「地域の産業」 

「地域の郷土芸能」 

「地域の職場体験」 

「地域の郷土芸能」 

「地域の郷土芸能」 

         

         

 

 

     

 

 

     

 

 

     

「郷土を愛し自己有用感を高める児童生徒の育成」  

 

 

「事前」 

 

・個人や共通課題の設定 

・目標や見通しを持たせる 

・心構え 

「事中」 

 

・取組の振り返り 

・目標に向けての軌道修正 

・発表会に向けての決意 

「事後」 

 

・まとめと表現活動 

 ・日常生活へ生かす 

 

「社会性」 
 
 

「主体性」 
 

 

「忍耐力」 
 

 

「親和性」 
 

 

「自尊心」 
 

 

「ひと・もの・こと」を通して 

 

知識・技能 

「わかる」 

 活動の手順や方法を身に付け

るとともに，郷土の特徴やよさを 

理解する。 

 

自己決定 

自己評価 

相互評価 

自己決定 

自己評価 

相互評価 

「育 て た い 力」 「育 て た い 力」 

主体的な意識の育成 

本番に向けての意識の高ま

り 

成果と課題の確認 

自分のことは自分で 

決めて行動する 

みんなのために自分が

出来ることを考える 

お互いの個性を認める、 

よさを見つける 

何事もあきらめずに 

最後までやり抜く 

自分らしさを 

       大切にする 

小 １ 小 ２ 小 ３ 小 ４ 小 ５ 小 ６ 中 ３ 中 ２ 中 １ 

【小学校過程６年】 

～
事
前
・
事
中
・
事
後
の
活
動
の
工
夫
を
通
じ
て
～ 

思考・判断・表現 

「あらわす」 

 郷土について問いを見い出し，  

進んで考え，まとめ，表現する。 

 

学びに向かう力・人間性等 

「かかわる」 

 互いのよさを生かしながら，進 

んで郷土に関わろうとする。 

手代森小学校 

「おもいを深める」 

・お互いのよさを実感できる協働的な学びと振り返り 

・他教科の見方・考え方を働かせた授業の実践 

・必要感や切実感をもてる地域の教材開発 

・考えを整理し，思いを伝えるための技法を活用した

授業の実践 

ひと 

もの こと 

都南東小学校 

「つながり」大切にする 

・「自分の心とのつながり」で主体的な学びを

つくる 

・「友達とのつながり」で協働的な学びをつくる 

「具体的な手立て」～郷土のひと・もの・ことに学びながら～ 

 

～
郷
土
の
ひ
と
・
も
の
・こ
と
に
学
び
な
が
ら
～ 

 

【中学校過程３年】 

４．研究の内容

⑵カリキュラムマネジメントについて

（総合単元的な学習指導計画について）

令和5年度　盛岡市立乙部中学校「総合単元的な学習指導計画」

主体性

社会性

親和性

忍耐力

自尊心

５月 ６月 ７月 ８月 １０月 １月 ２月 ３月

耳鼻科・心臓検診 地区通信陸上 期末面談 実力テスト 紅麗祭 実力テスト 新入生保護者説明会 公立高一般入試

修学旅行 市中総体 県中総体 市中水泳 県新人戦 公立高推薦入試 校内研究会 実力テスト

授業参観日 期末テスト 郷土芸能発表会 盛四合唱部来校 職場訪問・体験 期末テスト 卒業式

校外学習 市中駅伝 生徒会役員選挙 離任式

キャリア教育 キャリア教育

郷土芸能伝承活動

修学旅行 課題の設定（事前） これまでの振り返り（事中） 発表会まとめと表現（事後）

7つの郷土芸能の紹介 踊り練習 発表会に向けての決意

7つの郷土芸能を改めて知る 課題の設定（事前） これまでの振り返り（事中） 発表会まとめと表現（事後） 体育祭応援創作（事前） 情報の収集・整理分析 表現の工夫（事中） 表現・まとめ（事後）

踊り練習 発表会に向けての決意 職場体験 （事中）

7つの郷土芸能について知る 課題の設定（事前） これまでの振り返り（事中） 発表会まとめと表現（事後） 職場訪問

踊り練習 発表会に向けての決意

修学旅行 テスト計画 1学期反省 2学期の目標 紅麗祭振り返り 3学期目標 3学期反省 卒業式の練習

QU検査 中総体への取り組み 学年集会 進路希望先の比較研究 高校の先生から学ぶ 進路の手続き・準備 心身の健康管理 3年間を振り返って

学び方の工夫 テスト計画 進路関係 2学期の目標 紅麗祭振り返り 3学期目標 3学期反省 春休み計画

基本的な生活習慣 校外学習 学年集会 生活リズムの見直し 生徒会役員選挙 テスト計画 卒業後の進路について 学年集会

生活習慣づくり テスト計画 1学期反省 2学期の目標 紅麗祭振り返り 3学期目標 3学期反省 春休み計画

QU検査 校外学習 学年集会 生活リズムの見直し 生徒会役員選挙 自分を知る 将来の自分について考える 学年集会

3年 「独りを慎む」 「二人の弟子」 「笛」 「町工場から宇宙へ」 「二人のエース」 「礼儀って何」 「五井先生と太郎」 「亡き母へのトランペット」

2年 「ごみ収集場所をどこに」 「サキとタク」 「ジャッジとチャレンジ」 「父との約束」 「星置きの滝」 「償い」 「お通夜のこと」
「私は大丈夫」

そんな気持ちはないですか

1年 「挨拶しますか、しませんか」 「黒い弁当」 「本の世界よ、みんなに届け」 「ネット将棋」 「日曜日の朝に」 「イチローの軌跡」 「傘の下」 「捨て犬・未来」

道　徳

2年

1年

総合的な

学習の時間

3年

2年

1年

特別活動

体育祭に向けて、郷土芸能を活用して工夫ある応援を創り上げよう。

総合的な

学習の時間

学校行事

3年

　　郷土芸能伝承活動を通じて、

　　　　　体験的・創造的な学習に取り組もう。

育成したい

資質・能力

社会参画の力

【成長の５項目】

自分のことは自分で決めて行動する

みんなのために自分が出来ることを考える

お互いの個性を認め、よさを見つける

何事もあきらめずに最後までやり抜く

自分らしさを大切にする

乙部中学校区　小中一貫教育「研究テーマ」

「郷土を愛し自己有用感を高める児童生徒の育成」

 ～事前・事中・事後の学習活動の工夫を通じて～

５．令和５年度の取組

⑴授業実践

①児童生徒の学習活動

・郷土の魅力を知る・学ぶ・深める学習

・地域との交流活動

・職場見学等のキャリア教育

・ゲストティーチャーを招聘した授業

５．令和５年度の取組

⑴授業実践

②指導者の実践交流

・研究授業の相互参加

・授業研究会への参加

・発表会等への相互参観

５．令和５年度の取組
⑵研究推進

①カリキュラムマネジメント（総合単元的な学習指導計画）

・令和５年度内に、年間指導計画として作成

・各校の作成資料を持ち寄って、可能な範囲で調整

②記録の蓄積

・学習シートの作成と活用

・児童生徒の学習記録の保存

・動画、画像データによる記録の保存
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手代森小学校の実践

目標

生活科・総合的な学習の時間において、「郷土に誇りをもち、自分や周りの人を
大切にする児童」を育てるための授業改善を進めるとともに、「表現する」活動の
在り方を、授業実践を通して明らかにする。

研究の重点

手立て１①子どもたちが必要感や切実感をもてる地域教材の開発

②現実的で具体的な状況と学習内容や学習活動を結びつけた授業の構想

（ゲストティーチャーを導入した多様な授業づくり）

手立て２①見方・考え方を明確にした授業の実践

②考えを整理し、思いを伝えるための技法を活用した授業の実践

①子どもたちが必要感や切実感をもてる地域教材の開発
「秋と遊ぼう～見つけたステキを伝えよう～」【１年生】

１ 生活科

クイズで紹介した
ら、楽しいよね。

どうしようかな？
クイズもいいな

②考え方を整理し、思いを伝えるための技法を活用した授業の実践
「まちたんけんをしよう」【２年生】

1年生に分かるよう
な写真を選んだけど、

伝わったかな？

ロイロノートの活用

アーケードは、自動
で開きます。火事が
あったときにひらき

ます。

ぼくも見て
みたいな。

①子どもたちが必要感や切実感をもてる地域の教材の開発
「アップル探検隊」【３年】

２ 総合的な学習の時間

夏暑かったけど、松本
さんのりんごは大丈夫

だったのかな？

社会では、JAや産直に売る
と学習したけど、松本さん
のりんごは、どこに売るの

ですか？

社会で学習したことと自分の体験を関わらせながら

「みんながしあわせなまち～わたしたちの手代森～」【４年生】

①子どもたちが必要感や切実感をもてる地域の教材の開発

インターネットの活用

ぼくにできるこ
とは何だろう？

皆さんに宿題を出しても
いいですか？老人クラブ
の「老」の意味を調べて

ほしいです。

悠々大学の人と交流会は
できますか？

電話で直接思いを伝え合う

② 考え方を整理し、思いを伝えるための技法を活用した授業の実践
「環境について考えよう」【５年生】

節電は、自分ででき
るしすぐできるから、

左の下だね。

思考ツールの活用（座標軸）

座標軸を使って、
助けが必要、自分ででき
る、時間がかかる、すぐ
できるに分けましょう。
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「手代森の歴史～遮光器土偶～」【６年生】

② 考え方を整理し、思いを伝えるための技法を活用した授業の実践

Yチャートの中に表を
作ると分かりやすいね。

思考ツールの活用
（Yチャート）

（２）都南東小学校の実践

目標

思いや願いをもち，主体的に「ひと・もの・こと」に関わり，

自分の課題を解決していこうとする児童を育んでいく。

研究の重点

重点１ 自分の心とのつながり

 ・自分の思いや願い，考えをもち主体的に学んでいこうとする児童

  重点２ 友達とのつながり

 ・友達の考えを交流しながら，協働的に学んでいこうとする児童

６．各校の実践

重点１ 自分の心とのつながり

第４学年 「受け継ごう さんさ」

課題設定の場面

授業のねらい

３０年前の「さんさおどり」の写真

「かがやけさんさ」について関
心をもつ。 （写真の提示）

「かがやけさんさ」は，なぜ学

校の宝と言われているのか考え
る。 （探究課題）

②

①

③ 思いや考えをもつ。（予想）

授業の流れ

子どもの気付きを

引き出し，興味・
関心をもたせる

重点１ 自分の心とのつながり

第３学年 「都南東のすてきをさがそう」

どんなも

のを売って
いるかな？

課題設定の場面

地域の人とのかかわり 授業のねらい

地域の人の話を

聞き，興味・関心
をもたせる。

「佐々川商店」ってどんなとこ
ろ？ （思いや願いをもつ）

地域の人に話を聞く。

（人とのかかわり）
②

①

③
５０年も続く「佐々川商店」

のみりょくをさがそう。
（探究課題）

授業の流れ

重点２ 友達とのつながり

第５学年 「盛岡の先人について学ぼう」

個人の考えを

書き，先人につ
いての情報を関
連付けたり比較
分類したりする。

整理・分析の場面

「稲造さんは,“太平

洋のかけ橋になりた
い”という思いをかな
えるためにいろんなこ
とを勉強したんな。」

授業のねらい

重点２ 友達とのつながり

第３学年 「都南東のすてきをさがそう」

整理・分析の場面

付箋に個人

の考えを書き，
共通点や相違
点を整理する。

授業のねらい

「地域に長く続

いているお店の
みりょくは何だ
ろうね。」

「おいしいもの

やおいしい食べ
方を知っている
ことだね。」
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地域に根ざした商店のPRポスター作り

商店のよさをに気付き，愛
着を深めるとともに，“よ
さを伝えよう”としていた。

子どもの思い
の広がり
 

より発展した活動

「知らない人に

も，もっとよさを
広げたいな。」

５．令和５年度の乙部中学校の実践について

総合単元的な学習指導計画について

どのように学ぶか （事 前）
学習過程 地域の7つの郷土芸能についての紹

介（1年生対象）
「郷土芸能伝承活動」

全体集会
踊りごと集会 踊り練習①～④

成長の５項目 社会性 主体性 主体性 忍耐力

学習事項
郷土芸の良さの再確認 郷土芸能伝承活動にお

ける個人や共通課題の
意識化

指導者紹介、歴史、
踊りの意味

・踊りの習得

（事 中）
踊り練習⑤ 踊り練習⑥～⑨ 通し練習 第43回郷土芸能発表会

忍耐力・社会性 忍耐力・親和性 社会性・忍耐力 社会性・忍耐力
・生徒自ら創り上げる
意識の保持
・協同的活動における、
自分や踊り集団の課題
と改善

・踊りの習得
・他者、地域とのつ
ながり

これまでの活動の
振り返り

これまでの練習の
成果の発表

（事 後）
踊りごと集会 全体総括集会
親和性・自尊心 自尊心

・作文やアンケートによる成果

と課題の確認

・「郷土芸能伝承活動」の

まとめ（日常生活へ生か
す）

テスト計画

主体性

「二人の弟」

社会性

主体性

2学期の目標
主体性

「町工場から
宇宙へ」忍耐力

「笛」

親和性
主体性

1学期の反省
主体性

学 活
道 徳

自己有用感

アンケート

自己有用感

アンケート

令和5年度総合的な学習の時間 第2学年「郷土芸能伝承活動」総合単元的な学習指導計画

（６月）

（７月）

（８月）

感謝の会
社会性・親和性

・「郷土芸能伝承活動」で

お世話になった指導者へ感
謝の言葉を伝える。

北上翔南高校
郷土芸能部交流会
主体性・社会性

・郷土芸能伝承活動の目的

の確認と伝承活動に対する
意欲の向上を図る。

教 科

どのように学ぶか （事 前）
学習過程 地域の7つの郷土芸能についての紹

介（1年生対象）
「郷土芸能伝承活動」

全体集会
踊りごと集会 踊り練習①～④

成長の５項目 社会性 主体性 主体性 忍耐力

学習事項
郷土芸の良さの再確認 郷土芸能伝承活動にお

ける個人や共通課題の
意識化

指導者紹介、歴史、
踊りの意味

・踊りの習得

（事 中）
踊り練習⑤ 踊り練習⑥～⑨ 通し練習 第43回郷土芸能発表会

忍耐力・社会性 忍耐力・親和性 社会性・忍耐力 社会性・忍耐力
・生徒自ら創り上げる
意識の保持
・協同的活動における、
自分や踊り集団の課題
と改善

・踊りの習得
・他者、地域とのつ
ながり

これまでの活動の
振り返り

これまでの練習の
成果の発表

（事 後）
踊りごと集会 全体総括集会
親和性・自尊心 自尊心

・作文やアンケートによる成果

と課題の確認

・「郷土芸能伝承活動」の

まとめ（日常生活へ生か
す）

テスト計画

主体性

「二人の弟」

社会性

主体性

2学期の目標
主体性

「町工場から
宇宙へ」忍耐力

「笛」

親和性
主体性

1学期の反省
主体性

学 活
道 徳

自己有用感

アンケート

自己有用感

アンケート

令和5年度総合的な学習の時間 第3学年「郷土芸能伝承活動」総合単元的な学習指導計画

（６月）

（７月）

（８月）

感謝の会
社会性・親和性

・「郷土芸能伝承活動」で

お世話になった指導者へ感
謝の言葉を伝える。

教 科

国語

主体性

５．令和５年度の乙部中学校の実践について
「事前」の学習活動

「郷土芸能伝承活動」 ３学年（「国語」＋「総合的な学習の時間」）

１．単元 「７つの伝統芸能の特徴を、魅力的に提案しよう」

２．単元目標 相手が何を知りたいのかを考えて情報を集め、資料や機

器などを活用して印象に残るプレゼンテーションをする。

３．指導計画 ⑴情報を集める。

⑵効果的な話の構成を考える。

⑶全校へのプレゼンテーションをする。

⑷学習を振り返る。

「郷土芸能伝承活動」 ３学年（「国語」＋「総合的な学習の時間」）

取組の様子 ⑴情報を集める。
 ⑵効果的な話の構成を考える。
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「郷土芸能伝承活動」 ３学年（「国語」＋「総合的な学習の時間」）
取組の様子 ⑶全校へのプレゼンテーションをする。

・動画での紹介

５．令和５年度の乙部中学校の実践について
「事前」の学習活動

「郷土芸能伝承活動」 １学年（「総合的な学習の時間」）

１．単元 「郷土芸能を正しく受け継ぐために必要なことを考えよう」

２．単元目標 乙部の郷土芸能について、正しく受け継ぐために自分たちに

できることを発見し、実行できるようにする。

３．指導計画 ⑴卒業生の作文、授業者の説明から、郷土芸能の魅力を知る。

⑵班ごとに個々の考えを共有し、まとめ、発表する。

⑶発表を聞いた内容をもとに、個々の今後の取り組みについて

 まとめる。

【ワークシートから】郷土芸能を正しく伝承するには？

成長の５項目
【主体性】

一生懸命、責任感

郷土芸能活動に
対する必然性

「事前」
主体的な意欲の育成

５．令和５年度の乙部中学校の実践ついて
「事後」の学習活動

「郷土芸能伝承活動」 ３学年（「総合的な学習の時間」）

１．単元 「郷土芸能伝承活動で学んだことをまとめよう」

２．単元目標 ３年間の郷土芸能伝承活動を終えて、

①何を伝承したのか。

②学んだことは何か考え、伝えあい、深めようとする。

３．指導計画 ⑴郷土芸能伝承活動で学んだことは何か考えまとめる。

⑵学んだこと、身につけたことを発表しあい、相互評価する。

「郷土芸能伝承活動」 ３学年（「総合的な学習の時間」）

取組の様子  ⑵学んだこと、身につけたことを発表しあい、相互評価する
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【ワークシートから】郷土芸能伝承活動で学んだことは？

成長の５項目
【忍耐力】

「全力で取り組む」

【ワークシートから】郷土芸能伝承活動で学んだことは？

成長の５項目
【社会性】

リーダーとしての素質

６．成果と課題（手代森・都南東小学校）

【成果】 ・生活科や総合的な学習の時間の地域教材としての年間指導計

画の充実を図ることができた。

 ・整理分析の場面で教科の学びを生かして比較・分類・関連付け

るなどの思考ツールを活用することができた。

【課題】 ・自分事として活動するための課題設定と振り返りの方法の実践

 ・子どもたちが主体的に活動することができる地域教材の開発。

６．成果と課題（乙部中学校）

【成果】 ・郷土芸能伝承活動の教材化が図れた。

 ・「具体的な取組」（「事前」・「事中」・「事後」）を意識した指導を

することにより、学習に対する生徒の意識の高まりが見られた。

【課題】  ・生徒が学習に対する必然性を見つけ、学習課題を自ら設定

できるような手立てを講じたい。 
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